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 第 3 章「情報技術とケイパビリティ研究からの示唆」では、経営戦略論、特
に競争戦略論における資源ベース・ビューのなかで検討されてきた、情報技術
に対する組織のより主体的な活用能力（ケイパビリティ）に関する研究を取り














 ついで第 4 章「メディア・リッチネス理論の変遷」では、本論文の中心をな
すメディア・リッチネス理論のこれまでの流れを振り返る。この理論が確立さ
れた 1980 年代半ばとは異なり、今日では、組織コミュニケーションにおいて
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